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　当院栄養管理室は、管理栄養士３名、調理師１名、事務員１名の職員と、調理業務委託業者で構成
されています。入院患者さんへの食事提供を担う調理業務に関しては、令和元年４月より全面委託と
なっています。
　業務の内容は、栄養管理業務と給食管理業務に大別されます。
　栄養管理業務としては、入院及び外来患者さんの疾病に対応した栄養食事指導によって、患者さんの
食生活改善のサポートを行っています。糖尿病や高血圧、脂質異常症や肥満症などの生活習慣病だけで
なく、嚥下 (飲み込み )障害や栄養障害 (低栄養や体重減少 )、食思不振など、内容は多岐にわたっています。

　また、入院患者さんの栄養不良やその他諸問題を改善するため、
栄養サポートチームを始めとするチーム医療へ参画しています。
栄養サポートチームは、医師、看護師、薬剤師、言語聴覚士、
管理栄養士で毎週病棟ラウンド・カンファレンスを行っており、
多職種で情報交換を行いながら、入院患者さんの栄養状態の改善を
目指しています。
　給食管理業務では、入院患者さんの治療に繋がる食事を、おい
しく、食べやすく、安全に提供することを目指し、献立作成から
食材購入を病院職員、調理、配膳、食器洗浄を委託職員が行って
います。

　当院では、季節に合わせた行事食を随時提供していますが、
それとは別に毎月1回、旬の食材をふんだんに使った日常のメニュー
にはない料理を「特別メニュー食」として提供しています。1 食
300 円の実費を追加徴収する形で、当初は治療上制限のない
普通食を食べておられる患者さん限定で提供していましたが、
エネルギーや糖質、塩分などの制限が必要で治療食を食べておら
れる患者さんにも、月に 1 回だけでも食の楽しみとして提供
できないか検討した結果、希望される方へは、主治医の許可を
得ることで提供できる体制を整え好評を得ています。
　その他では、摂食嚥下機能に問題があり、経口摂取が困難な患者さんで、胃瘻から栄養を摂っている
患者さんの食事として「胃瘻注入食」を提供しています。胃瘻からの栄養補給としては、医薬品又は
食品の経腸栄養剤を注入する方法もありますが、当院では、胃瘻からであっても、可能な限り日々の
食事を摂取していただきたいとの考えから、主食であるミキサー粥と副食としてのおかず数品で構成
した胃瘻注入食を提供しています。おかずの粘度を調整する際には、出し汁等ではなく、主食として
予めサラサラに調整したミキサー粥を加えて行うことで、栄養価の低下を極力抑えた注入食に仕上げて
います。また、当院独自のゲル化剤の使い方によって、チューブを通過しやすいなめらかな仕上がりと
なっています。
　今後も、患者さんの栄養改善に繋がる栄養管理業務、給食管理業務を、栄養管理室一丸で取り組んで
まいりたいと思います。
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